
長く広く愛され続けている
「クラシック音楽」の歴史

ルネサンス 西暦14世紀中頃～16世紀
中世とバロックの間をつなぐルネサンス音楽は、より芸術性の高い
音楽になり、世俗的音楽の流行により宗教から解放され多様な表
現の場を得ました。

ルネサンス音楽とは？
　ルネサンス音楽は、14世紀末から16世紀にかけてヨーロッパで花開いた、中世西
洋音楽とバロック音楽の中間に位置する音楽のスタイルです。古代ギリシャ・ローマ
文化の再現がはかられ、「文芸復興」とも呼ばれた「ルネサンス文化」全般にわたる
特徴ですが、音楽においても感情や個人の表現が重視されるようになりました。この
時期は特にイタリア、フランス、イングランドなどで独自の音楽文化が発展し、それが後のクラシック音楽の土台になりました。

より芸術性の高い音楽に
　ルネサンス期には、現代的な和声感覚の基礎が築かれ始めました。中世音楽は主に宗教的であり、グレゴリオ聖歌のような単旋律が
中心でした。一方ルネサンス音楽は、「ポリフォニー※」の発展とともに多声化し、3度和音や協和音がより意識的に用いられるように
なったことで、調和の美しさが追求されました。特にジョスカン・デ・プレやパレストリーナのような作曲家は、和声のバランスと透明感
を重視し、音楽に深みと流動性を与えました。この和声の発展は、後期バロック音楽へとつながる重要なステップとなりました。

貴族の娯楽として世俗音楽が流行
　教会が支配していた中世の音楽は宗教的で厳粛なものでしたが、ルネサンスでは世俗的なテーマや自然な感情を音楽に反映させ
る傾向が強まりました。中世の作曲者は匿名であることが多かったですが、ルネサンスでは個々の作曲家が名を馳せ、貴族や市民
階級の間で舞曲（パヴァーヌ、ガリアルド）や歌曲（シャンソン、マドリガーレ）が盛んに作曲されました。この世俗化によりルネ
サンスの作曲家たちは新しいアイデアを試すチャンスが増え、音楽家の社会的地位向上にもつながりました。

音楽記譜法の発達
　中世ではネウマ記譜が主流で、音
高やリズムが曖昧でしたが、ルネサン
ス期には、ネウマ記譜から五線譜への
移行が進み、より精密な音高やリズム
の記録が可能になりました。これによ
り、音楽の保存と普及が飛躍的に進
化し、作曲家は複雑な作品を正確に
後世に残し、演奏者が意図を忠実に
再現できるようになりました。印刷技
術の発展もこの時期に重なりました。
1501年にイタリアで、活版印刷の技
術を使った最初の楽譜集が出版され、
以降の楽譜の普及が音楽文化の拡大
を促しました。
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ジョスカン・デ・プレ（1450頃-1521）
　フランスやイタリアで活躍し、当時の音楽家の中でも特に尊敬されていた
ジョスカン・デ・プレは、ルネサンス音楽の巨匠で、ポリフォニーを極めた
天才として知られています。彼のミサ曲は今でも名作として演奏されています。 

ジョヴァンニ・パレストリーナ（1525頃-1594）
　透明感のあるハーモニーで「ルネサンスの完成者」と呼ばれ、教会音楽の
達人として知られています。イタリア出身で、教会音楽の改革に大きく貢
献した人物で、カトリック教会が「音楽が複雑すぎて歌詞が聞こえない！」
と問題視していた時代に、彼のシンプルで美しい音楽が評価されました。

アヴェ・マリア…ヴィルゴ・セレナ （「おお、マリア…穏やかなおとめ」）
聖母マリアへの賛美を歌ったモテット（宗教的な声楽曲）で、4つの声部が
絡み合いながらも、それぞれのメロディーがクリアに聞こえるポリフォニー
と、透明で流れるようなハーモニーがこの曲の魅力です。

※複数の旋律が同時に進行する音楽様式


